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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　事務所入口の外部に設置され、インターホン機能を有する子機と、
　前記事務所の内部に設置され、扉の電気錠の施錠、解錠制御を行う電気錠コントローラ
と、
　前記事務所の内部に設置され、前記子機に接続された複数の親機とを備えた入退室管理
システムであって、
　前記子機は、
　　呼び出し先及び少なくとも１つの転送先の親機が登録され、かつ親機毎に受け付け可
能な時間帯である動的な状態が登録された呼び出し先テーブルを有し、
　　前記インターホン機能によりインターホン呼び出しがある場合には、前記呼び出し先
テーブルを参照し、前記呼び出し先および前記転送先の親機の動的な状態かつ該親機から
の着信許可に基づいて前記親機へ自動的に切り替える
　ことを特徴とする入退室管理システム。
【請求項２】
　事務所入口の外部に設置され、インターホン機能を有する子機と、
　前記事務所の内部に設置され、扉の電気錠の施錠、解錠制御を行う電気錠コントローラ
と、
　前記事務所の内部に設置され、前記子機に接続された複数の親機とを備えた入退室管理
システムであって、
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　前記電気錠コントローラは、ＩＤ認証による扉の電気錠の施錠、解錠制御に基づく内勤
者毎の在室状態が記憶されている在室状態テーブルを有し、
　前記子機は、
　　呼び出し先及び転送先の親機が登録され、かつ親機毎に内勤者が登録された呼び出し
先テーブルを有し、
　　前記インターホン機能によりインターホン呼び出しがある場合には、前記呼び出し先
テーブルを参照し、前記在室状態テーブルに記憶されている内勤者の在室状態を前記電気
錠コントローラへ問い合わせ、前記呼び出し先の親機の内勤者の在室状態に基づいて前記
転送先の親機へ自動的に切り替える
　ことを特徴とする入退室管理システム。
【請求項３】
　事務所入口の外部に設置され、インターホン機能を有する子機と、
　前記事務所の内部に設置され、扉の電気錠の施錠、解錠制御を行う電気錠コントローラ
と、
　前記事務所の内部に設置され、前記子機に接続された複数の親機とを備えた入退室管理
システムであって、
　前記子機は、
　　呼び出し先及び転送先の親機が登録された呼び出し先テーブルを有し、
　　前記インターホン機能によりインターホン呼び出しがある場合には、前記呼び出し先
テーブルを参照し、前記呼び出し先の親機の在席状態に基づいて前記転送先の親機へ自動
的に切り替え、
　前記親機の在席状態は、親機がパソコンで、スクリーンセーバの起動状態であり、前記
子機は、スクリーンセーバが起動している場合には、離席状態であると判断する
　ことを特徴とする入退室管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、インターホン呼び出しにおいて時間帯や、在室状態、在席状態などの動的
な状態に従って呼び出し先を自動的に切り替える入退室管理システムに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の入退室管理システムについて図１１を参照しながら説明する。図１１は、従来の
入退室管理システムのカメラ・インターホン付カードリーダで管理されるインターホンの
呼び出し先設定テーブルの構成を示す図である。なお、従来の入退室管理システムの構成
は、図１に示すものと同様である。
【０００３】
　内勤者が事務所（部屋）へ入る場合、所持するＩＤカード１をカメラ・インターホン付
カードリーダ２のカードリーダ部２４にかざすことにより、カードリーダ部２４は、カー
ド番号を読み取って電気錠コントローラ３へ送る。電気錠コントローラ３は、カード認証
が行い、内勤者のカード番号が登録された個人情報テーブルに事前に登録された許可者で
あれば、解錠指令を電気錠４へ送り解錠する。この時、ＩＤカード１の所持者（内勤者）
が在室中であることを個人情報テーブルに記録するものである。
【０００４】
　お客や宅配業者等の訪問者が事務所を訪れた場合、カメラ・インターホン付カードリー
ダ２の表示操作部２３で呼び出し操作されることにより、図１１の呼び出し先設定テーブ
ルを参照し、呼び出し先のパソコン５を呼び出す。呼び出し先のパソコン５からの着信許
可を受けて、カメラ・インターホン付カードリーダ２は、カメラ部２２から取り込む訪問
者映像、及びインターホン部２５から入出力する音声通話の通信処理を行うものである。
なお、呼び出し先のパソコン５から一定時間、着信許可が得られない場合には、図１１の
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呼び出し先設定テーブルに登録された転送先に呼び出し先を順次切り替え行うものである
。
【０００５】
　しかしながら、上記のような呼び出し先の切り替え方法においては、一定時間、着信許
可がないことをもって転送先への切り替えを行っているため、呼び出し先が不在状態や離
席状態にある場合、転送先への切り替えには必ず一定時間以上の時間がかかってしまうと
いう欠点がある。また、一定時間を短くすると反対に利用しづらくなってしまうという側
面もある。
【０００６】
　別の従来の入退室管理システムについて図面を参照しながら説明する。なお、別の従来
の入退室管理システムの構成（例えば、特許文献１参照）は、図６に示すものと同様であ
る。
【０００７】
　お客や宅配業者等の訪問者は、子機２から親機５を呼び出す場合、表示操作部の液晶画
面（ＬＣＤ）の表示一覧に示された所属部門名（ボタン）、個人名（ボタン）等を指定す
る。なお、建物内に複数の会社が入居しているような場合には、会社名（ボタン）も表示
一覧から指定する。
【０００８】
　子機２は、指定されたボタン（名称）から呼び出し先設定テーブルを参照してＩＰアド
レスを取得し、そのＩＰアドレスの親機５を呼び出す。呼び出された親機５は、マイクと
スピーカ又はハンドホン等で通話を行う。親機５の画面上に表示されている子機２側の画
像や通話で通行を許可して良いと判断した場合には、親機５より解錠操作が行われる。親
機５の解錠操作により、解錠信号が子機２を介して電気錠コントローラ３に送信され、電
気錠コントローラ３からの解錠指令により電気錠４が解錠される。
【０００９】
　昨今、機密情報漏洩対策でスクリーンセーバには、パスワード保護が一般に義務付けら
れていることが多い。そのため、子機２から呼び出しがあった場合、パスワード入力等に
時間がかかり、スクリーンセーバを解除することができずに、呼び出しに対応することが
できない場合がある。また、離席していてスクリーンセーバが起動している場合は、他の
人が代りに対応しようとしてもパスワード入力が必要であるため、同じく呼び出しに対応
することができない。これにより、子機２側の訪問者は、しばらくの間、親機５からの応
答を待たなければならない。
【００１０】
【特許文献１】特許第３６４９７２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上述したような従来の入退室管理システムでは、一定時間、着信許可がないことをもっ
て転送先への切り替えを行っているため、呼び出し先が不在状態や離席状態にある場合、
転送先への切り替えには必ず一定時間以上の時間がかかってしまうという問題点があった
。また、一定時間を短くすると反対に利用しづらくなってしまうという問題点があった。
【００１２】
　また、上述したような別の従来の入退室管理システムでは、子機２から呼び出しがあっ
た場合、パスワード入力等に時間がかかり、スクリーンセーバを解除することができずに
、呼び出しに対応することができないという問題点があった。また、離席していてスクリ
ーンセーバが起動している場合は、他の人が代りに対応しようとしてもパスワード入力が
必要であるため、同じく呼び出しに対応することができないという問題点があった。これ
により、子機２側の訪問者は、しばらくの間、親機５からの応答を待たなければならない
という問題点があった。
【００１３】
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　この発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、その目的は、インタ
ーホン呼び出し（インターホン部２５からパソコン５を呼び出す）において時間帯、在室
状態、在席状態など動的な状態を判別し、呼び出し先のパソコンを自動的に切り替えるこ
とができる入退室管理システムを得るものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この発明に係る入退室管理システムは、事務所入口の外部に設置され、インターホン機
能を有する子機と、前記事務所の内部に設置され、扉の電気錠の施錠、解錠制御を行う電
気錠コントローラと、前記事務所の内部に設置され、前記子機に接続された複数の親機と
を備えた入退室管理システムであって、前記子機は、呼び出し先及び少なくとも１つの転
送先の親機が登録され、かつ親機毎に受け付け可能な時間帯である動的な状態が登録され
た呼び出し先テーブルを有し、前記インターホン機能によりインターホン呼び出しがある
場合には、前記呼び出し先テーブルを参照し、前記呼び出し先および前記転送先の親機の
動的な状態かつ該親機からの着信許可に基づいて前記親機へ自動的に切り替えるもの等で
ある。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明に係る入退室管理システムは、訪問者からのインターホン呼び出しに応対でき
る最適な呼び出し先のパソコンを探し出すことができるようになり、不在時のインターホ
ン呼び出し、呼び出し先の切り替えにおいてはインターホン接続が確立されまでの時間を
短縮することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　実施の形態１．
　この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムについて図１から図５までを参照し
ながら説明する。図１は、この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの構成を示
すブロック図である。なお、以降では、各図中、同一符号は同一又は相当部分を示す。
【００１７】
　図１において、この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムは、非接触ＩＣ型な
どのＩＤカード１を読み取るカメラ・インターホン付カードリーダ等の子機２と、扉の電
気錠４の施錠、解錠制御などを行う電気錠コントローラ３と、お客や宅配業者等の訪問者
があった場合にインターホンから呼び出される呼び出し先、転送先のパソコン等の複数の
親機５とが設けられている。なお、ＩＤカード１は、事務所の内勤者が保持する。
【００１８】
　また、カメラ・インターホン付カードリーダ（子機）２は、ＣＰＵ、記憶装置などから
構成される制御部２１と、訪問者の映像を取り込むカメラ部２２と、呼び出し設定及び操
作を行う表示操作部２３と、ＩＤカード１を読み取るカードリーダ部２４と、訪問者が通
話するためのインターホン部２５とが設けられている。なお、カメラ・インターホン付カ
ードリーダとは、オフィス等の事務所入口の外部に設置され入退室管理を行うための装置
である。また、このカードリーダ２は、インターホンの呼び出し先設定テーブル（図２、
図３参照）を管理、保持している。
【００１９】
　電気錠コントローラ３は、カードリーダ２で読み取ったカード番号を元に、内勤者を特
定し通行許可／不許可を判断し、扉の電気錠４へ解錠／施錠指令を出力する。なお、電気
錠コントローラ３は、個人情報の盗難防止などのために、事務所の内部に設置される。
【００２０】
　図２は、この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの子機の呼び出し先設定テ
ーブル（１）の構成を示す図である。図２において、呼び出し先設定テーブル（１）は、
各部門Ａ～Ｃの呼び出し先、転送先にパソコン（ＩＰアドレス）だけでなく、受け付け可
能な時間帯を設定したものである。なお、この呼び出し先設定テーブル（１）は、カメラ
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・インターホン付カードリーダ２や、呼び出し先、転送先のパソコンから、受け付け可能
な時間帯などを登録することができる。
【００２１】
　図３は、この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの子機の呼び出し先設定テ
ーブル（２）の構成を示す図である。図３において、呼び出し先設定テーブル（２）は、
各部門Ａ～Ｃの呼び出し先、転送先にパソコン（ＩＰアドレス）だけでなく、受け付け可
能な人物（内勤者）を設定したものである。なお、この呼び出し先設定テーブル（２）は
、カメラ・インターホン付カードリーダ２や、呼び出し先、転送先のパソコンから、受け
付け可能な内勤者などを登録することができる。
【００２２】
　図４は、この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの電気錠コントローラ内の
在室状態テーブルの構成を示す図である。図４において、在室状態テーブルは、内勤者毎
の在室状態（在室中／不在）が記憶されている。
【００２３】
　つぎに、この実施の形態１に係る入退室管理システムの動作について図面を参照しなが
ら説明する。図５は、この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムのインターホン
呼び出しの動作を示すフローチャートである。
【００２４】
　本システムは、事務所の内勤者用として、予め配布されたＩＤカード１がカードリーダ
部２４にかざされた場合には、個人認証、通行許可／不許可を判断し、電気錠４の制御を
行うものである。また、本システムは、訪問者用として、インターホン部２５が操作され
た場合には、内勤者のパソコンを呼び出し、通話とカメラ映像を通じて訪問者の確認、電
気錠４の制御を行うものである。
【００２５】
　内勤者が事務所（部屋）へ入る場合、所持するＩＤカード１をカメラ・インターホン付
カードリーダ２のカードリーダ部２４にかざすことにより、カードリーダ部２４は、カー
ド番号を読み取って電気錠コントローラ３へ送る。電気錠コントローラ３は、カード認証
が行い、内勤者のカード番号が登録された在室状態テーブルに事前に登録された許可者で
あれば、解錠指令を電気錠４へ送り解錠する。この時、電気錠コントローラ３は、ＩＤカ
ード１の所持者（内勤者）が在室中であることを在室状態テーブルに記録する。また、内
勤者が事務所から出た場合には、不在であることを在室状態テーブルに記録する。
【００２６】
　訪問者が事務所を訪れた場合、以下の第１～第４の例により、呼び出し先を自動的に切
り替えるものである。
【００２７】
　第１の例は、受け付け可能な時間帯により呼び出し先を切り替えるものである。呼び出
し時間が呼び出し先のパソコンの予め登録した時間帯以外の場合には、通常の呼び出し先
ではなく、転送先の優先呼び出しを行う。
【００２８】
　第２の例は、在室状態により呼び出し先を切り替えるものである。在室者が存在しない
、または特定人物が不在の場合には、通常の呼び出し先ではなく、転送先の優先呼び出し
を行う。
【００２９】
　第３の例は、在席状態（機器専用ソフトで設定）により、呼び出しを切り替えるもので
ある。通常の呼び出し先が機器専用ソフトにより離席設定されている場合には、離席状態
であると判断し、通常の呼び出し先ではなく、転送先の優先呼び出しを行う。
【００３０】
　第４の例は、在席状態（スクリーンセーバ中などパソコン起動状態）により、呼び出し
を切り替えるものである。通常の呼び出し先がスクリーンセーバ起動中である場合には、
離席状態であると判断し、通常の呼び出し先ではなく、転送先の優先呼び出しを行う。
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【００３１】
　まず、ステップＳ１０１～Ｓ１０２において、カメラ・インターホン付カードリーダ２
の制御部２１は、インターホン機能を選択したかどうか、つまり訪問者が表示操作部２３
でインターホン呼び出しを操作したかどうか判断し、インターホン機能を選択した場合に
は、部門選択画面を表示操作部２３表示する。
【００３２】
　次に、ステップＳ１０３～Ｓ１０４において、部門が選択されたかどうかを判断し、部
門が選択されない場合には、キャンセルされたかどうかを判断する。部門が選択された場
合には、ステップＳ１０５へ進む。
【００３３】
　次に、ステップＳ１０５～Ｓ１０６において、選択された部門の呼び出し先が現在、受
け付け可能であるかどうかを判断する。受け付け可能である場合には、ステップＳ１０７
へ進む。一方、受け付け可能でない場合には、選択された部門の転送先が現在、受け付け
可能であるかどうかを判断する。受け付け可能である場合には、ステップＳ１０７へ進む
。
【００３４】
　次に、ステップＳ１０７において、選択された部門の呼び出し先を確定し、該当パソコ
ンを呼び出す。あるいは、選択された部門の転送先を呼び出し先として確定し、該当パソ
コンを呼び出す。
【００３５】
　次に、ステップＳ１０８において、該当パソコンからの着信許可の有無を確認し、着信
許可があった場合には、ステップＳ１１２へ進む。着信許可がない場合には、ステップＳ
１０９へ進む。
【００３６】
　次に、ステップＳ１０９～Ｓ１１１において、呼び出したパソコンから一定時間以上待
って、着信許可があるかどうかを判断し、着信許可がない場合には、他に受け付け可能な
転送先がないかどうかを判断し、呼び出し先のパソコンの切り替えを行う。ステップＳ１
１１は、呼び出し途中でキャンセル操作が行われた場合の処理である。
【００３７】
　そして、ステップＳ１１２～Ｓ１１３において、インターホン部２５により通話・音声
を接続し、カメラ部２２によりカメラ映像を取り込み、該当パソコンに表示させる。
【００３８】
　ここで、ステップＳ１０５、ステップＳ１０６、ステップＳ１１０における受け付け可
能であるかどうかの判断は、第１の例においては、図２に示す呼び出し先テーブル（１）
に設定される受け付け可能な時間帯で判断する。
【００３９】
　第１の例において、訪問者がインターホン呼び出し操作を行った場合、カメラ・インタ
ーホン付カードリーダ２は、この呼び出し先設定テーブル（１）を参照し、現在受け付け
可能な呼び出し先を判別して呼び出す。例えば、部門Ａを１８：００にインターホン呼び
出しをした場合には、転送先のパソコン２が該当する。
【００４０】
　また、ステップＳ１０５、ステップＳ１０６、ステップＳ１１０における受け付け可能
であるかどうかの判断は、第２の例においては、図３に示す呼び出し先テーブル（２）に
設定される内勤者と、図４に示す電気錠コントローラ３内の在室状態テーブルの在室状態
で判断する。
【００４１】
　第２の例において、訪問者がインターホン呼び出し操作を行った場合、カメラ・インタ
ーホン付カードリーダ２は、この呼び出し先設定テーブル（２）を参照するとともに、電
気錠コントローラ３に対して在室状態の問い合わせを行い、現在受け付け可能な呼び出し
先のパソコンを判別して呼び出す。図３及び図４に示す例では、部門Ａ、部門Ｂ、部門Ｃ
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のどれをインターホン呼び出した場合にも、呼び出し先としてパソコン３が該当する。
【００４２】
　さらに、ステップＳ１０５、ステップＳ１０６、ステップＳ１１０における受付可能で
あるかどうかの判断は、第３の例においては、呼び出し先のパソコンの機器専用ソフトか
ら設定する在席状態で判断する。
【００４３】
　第３の例において、電気錠コントローラ３に在室状態を問い合わせるのではなく、呼び
出し先のパソコンに現在の在席状態を問い合わせることによって呼び出し先のパソコンを
判別する。在席状態（在席中／離席）は各呼び出し先のパソコンで機器専用ソフトを使用
して設定する。カードリーダ２が保持、管理する呼び出し先設定テーブルの構成は、従来
のものと同様である。
【００４４】
　さらにまた、ステップＳ１０５、ステップＳ１０６、ステップＳ１１０における受け付
け可能であるかどうかの判断は、第４の例においては、スクリーンセーバなどのパソコン
の起動状態から判断する。
【００４５】
　第４の例において、機器専用ソフトで在席状態（在席中／離席）を設定するのではなく
、各呼び出し先のパソコンがスクリーンセーバ中であるかどうかなどパソコン起動状態か
ら判断する。カードリーダ２が保持、管理する呼び出し先設定テーブルの構成は、従来の
ものと同様である。
【００４６】
　この実施の形態１は、呼び出し先が不在の場合にも一定時間応答がないことを確認して
から転送先に切り替えるのではなく、インターホン呼び出しに応対できる可能性の高い呼
び出し先のパソコンを探し出して呼び出すので、インターホン接続が確立されまでの時間
を短縮でき、利便性を向上させる効果がある。
【００４７】
　実施の形態２．
　この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムについて図６から図１０までを参照
しながら説明する。図６は、この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの構成を
示す図である。
【００４８】
　図６において、この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムは、ＩＤカード１（
図示せず）を読み取るカメラ・インターホン付カードリーダ等の子機２と、電気錠４の施
錠、解錠制御を行う電気錠コントローラ３と、お客や宅配業者等の訪問者があった場合に
インターホンから呼び出される呼び出し先、転送先のパソコン等の複数の親機５とが設け
られている。なお、子機２は、四方が壁に囲まれた部屋の出入り口付近の通路側に設けら
れ、電気錠コントローラ３は、個人情報の盗難防止などのために、部屋の内部に設けられ
、複数の親機５は、同じく部屋の内部に設けられ、ＬＡＮによって子機２に接続されてい
る。
【００４９】
　図７は、この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの子機の構成を示すブロッ
ク図である。
【００５０】
　図７において、子機２は、ＣＰＵ２１１、呼び出し先設定テーブル２１２、通信制御部
２１３、記憶装置などから構成される制御部２１と、訪問者を撮像するカメラ２２１、こ
のカメラ２２１を制御するカメラ制御部２２２から構成されるカメラ部２２と、液晶表示
画面（液晶表示装置）（ＬＣＤ）２３１、タッチパネル２３２、ＬＣＤ制御部２３３から
構成され、呼び出し設定及び操作を行う表示操作部２３と、ＩＤカード１を読み取るカー
ドリーダ部２４と、マイク２５１、スピーカ２５２、音声処理部２５３から構成され、訪
問者が通話するためインターホン部２５とが設けられている。なお、呼び出し先設定テー
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ブル２１２の構成は、図１１に示すものと同様である。
【００５１】
　図８は、この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの親機の構成を示すブロッ
ク図である。
【００５２】
　図８において、親機５は、ディスプレイ５１と、親機画面アプリケーション５２と、表
示制御部５３と、マイク５４と、スピーカ５５と、ハンドホン５６と、音声処理部５７と
、ＣＰＵ５８と、通信制御部５９とが設けられている。
【００５３】
　つぎに、この実施の形態２に係る入退室管理システムの動作について図面を参照しなが
ら説明する。図９は、この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの子機の動作を
示すフローチャートである。また、図１０は、この発明の実施の形態２に係る入退室管理
システムの親機の動作を示すフローチャートである。
【００５４】
　ステップＳ２０１～Ｓ２０３において、子機２のＣＰＵ２１１は、液晶表示画面（ＬＣ
Ｄ）２３１に表示されている所属部門名、個人名などの呼び出しボタンが訪問者により押
されると、呼び出し先設定テーブル２１２を読み込み、押されたボタンに割り当てられて
いるＩＰアドレスを取得し、そのＩＰアドレスの親機５を、通信制御部２１３を通じて呼
び出す。
【００５５】
　ステップＳ２５１～Ｓ２５２において、親機５のＣＰＵ５８は、子機２からの呼び出し
を通信制御部５９が受信すると、表示制御部５３を通じてスクリーンセーバが起動してい
るかどうかを確認する。
【００５６】
　次に、ステップＳ２５３において、親機５のＣＰＵ５８は、スクリーンセーバが起動し
ている場合には、子機２に対して呼出応答不可を、通信制御部５９を通じて送信し、呼び
出しがあったことをその親機５のユーザ（内勤者）に通知しない。
【００５７】
　ステップＳ２０４、Ｓ２０２～Ｓ２０３において、子機２のＣＰＵ２１１は、呼出応答
不可を受信すると、離席状態であると判断し、さらに、呼び出し先設定テーブル２１２を
読み込み、次に登録されている転送先の親機５を呼び出す。
【００５８】
　ステップＳ２５４において、親機５のＣＰＵ５８は、スクリーンセーバが起動していな
かった場合には、子機２に対して呼出応答可を送信し、呼び出しがあったことをその親機
５のユーザに通知する。
【００５９】
　次に、ステップＳ２５５～Ｓ２５７において、親機５のユーザは、呼び出しがあること
を認識すると、親機画面アプリケーション５２で通話開始操作を行う。親機５のＣＰＵ５
８は、通話開始操作が行われると、マイク５４及びスピーカ５５を通じて、子機２との通
話を開始し、通話終了操作が行われるまで子機２と通話を行う。
【００６０】
　ステップＳ２０４～Ｓ２０７において、子機２のＣＰＵ２１１も、呼出応答可を受信す
ると、マイク２５１及びスピーカ２５２を通じて、親機５との通話を開始し、通話終了操
作が行われるまで親機５と通話を行う。
【００６１】
　なお、この実施の形態２に係る入退室管理システムでは、スクリーンセーバ起動中に呼
び出しがあった場合の応答の可否をユーザが設定してもよい。
【００６２】
　上記のようにすることで、スクリーンセーバが起動している親機５は、呼び出しに応答
できないものと判断するため、親機５を無駄に呼び出さず、次の転送先の親機５を呼び出
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呼び出しを行った訪問者の待ち時間を短くすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの子機の呼び出し先設定テー
ブル（１）の構成を示す図である。
【図３】この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの子機の呼び出し先設定テー
ブル（２）の構成を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムの電気錠コントローラ内の在
室状態テーブルの構成を示す図である。
【図５】この発明の実施の形態１に係る入退室管理システムのインターホン呼び出しの動
作を示すフローチャートである。
【図６】この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの構成を示す図である。
【図７】この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの子機の構成を示すブロック
図である。
【図８】この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの親機の構成を示すブロック
図である。
【図９】この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの子機の動作を示すフローチ
ャートである。
【図１０】この発明の実施の形態２に係る入退室管理システムの親機の動作を示すフロー
チャートである。
【図１１】従来の入退室管理システムのカメラ・インターホン付カードリーダで管理され
るインターホンの呼び出し先設定テーブルの構成を示す図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　ＩＤカード、２　子機（カメラ・インターホン付カードリーダ）、３　電気錠コン
トローラ、４　電気錠、５　親機（パソコン）、２１　制御部、２２　カメラ部、２３　
表示操作部、２４　カードリーダ部、２５　インターホン部、５１　ディスプレイ、５２
　親機画面アプリケーション、５３　表示制御部、５４　マイク、５５　スピーカ、５６
　ハンドホン、５７　音声処理部、５８　ＣＰＵ、５９　通信制御部、２１２　呼び出し
先設定テーブル、２１３　通信制御部、２２１　カメラ、２２２　カメラ制御部、２３２
　タッチパネル、２３３　ＬＣＤ制御部、２５１　マイク、２５２　スピーカ、２５３　
音声処理部。
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